
つながりがはぐくむ豊かな暮らし
～誰一人取り残さず、共に創る未来へ～

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会
令和７年２月25日（火曜日）午前10時～ 第１・２協働ルーム

１．市民活動のいま

２．市民活動団体の声

３．新たな協働のビジョン

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会



１-１ 市民活動のいま（市民協働センターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

市民協働センター相談件数と登録団体数の推移

※令和６年度は、12月末までの値。
※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症にまけない市民活動団体奨励金の相談件数1,162件を含む。



１-２ 市民活動のいま（市民協働センターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

市民協働センター相談内容の内訳

市民協働条例制定時（平成24年度）と比較して、相談の質に変化が見られる



１-３ 市民活動のいま（市民協働センターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

相談・支援事例①

Happyキッチン「はぴ吉」
• 子ども食堂事業が地域の新たなハブとして機能
• 住民が集まるいこいの場として、また運営班・調

理班への参加で自己有用感を感じられる場として、
世代や立場を超えた関係性が生まれている。



１-４ 市民活動のいま（市民協働センターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

相談・支援事例②

ベトナムフェス in Nagaoka 実行委員会
• ⾧岡市在住のベトナム籍の留学生や技能実習生と

ともにイベントやその運営を行う。
• 前年に続く２回目の開催では、他団体への出展の

呼びかけや、企業への協賛依頼を行い、規模の拡
大や参加者を増やすことにつながった。



１-５ 市民活動のいま（市民協働センターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

未来共創補助金採択件数の推移

採択11事業のうち９事業が10万円以上の補助額
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１-６ 市民活動のいま（コミュニティセンターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

コミュニティセンターの設置状況

住民同士の交流や、地域への思いと理解の醸成を図る
ことを目的に、地域活動を行う拠点施設として設置。
日頃から住民同士が顔を合わせ、相談できる共助の基
礎作りの場となっている。

• 設置数
５２施設（本館４０、分館２、分室１０）
※旧⾧岡市は小学校区単位、支所は地域単位（越路

地域を除く）



１-７ 市民活動のいま（コミュニティセンターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

コミュニティセンターの利用状況

65.1

34.5 37.3
46

55.1

0
10
20
30
40
50
60
70

R1 R2 R3 R4 R5

万人

• 市民活動団体、町内会、コミセン主催事業など幅広
く利用されている。

• 令和２年度の新型コロナウイルス感染症により利用
者が減少したが、徐々に回復傾向



１-８ 市民活動のいま（コミュニティセンターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

地域コミュニティ活動の事例①

• 地域の若い世代との連携・交流
• 関原地区や深才地区では、地元中学生や崇徳大学生

によるスマホ教室、⾧岡技術科学大学生によるe-ス
ポーツ体験会が行われた。



１-９ 市民活動のいま（コミュニティセンターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

地域コミュニティ活動の事例②

• 山通地区では、山下遺跡を中心とした地域PR活動
及び若者への伝承が行われた。

• 山下遺跡散策や土器鑑定などを通して若い世代へ地
域の文化を伝えた。



１-10 市民活動のいま（コミュニティセンターの取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

地域コミュニティ活動の事例③

• 川口地域では、能登半島地震の被災地支援を通した
自主防災力向上の取組が行われた。

• 与板地域では、防災をテーマとした体験型イベント
を通して、世代間交流や一体感醸成が図られた。



１-11 市民活動のいま（アオーレ⾧岡の取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

利用者数の推移
延べ利用者数 14,299,494人(R6.11末時点)
・市民主体イベントが全体の約85％
・市民による自発的な活動が増加



１-12 市民活動のいま（アオーレ⾧岡の取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

アオーレ⾧岡活用事例①

ながおか市民活動フェスタ2024
テーマ「つながろう み～んなの笑顔のために」のも
と団体同士のコラボやつながりが生まれ、参加団体の
ハレの場となった。
日時：9月28日（土曜日）
参加団体：65団体（初参加：18団体）
来場者：7,000人



１-13 市民活動のいま（アオーレ⾧岡の取組）

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

アオーレ⾧岡活用事例②

新たな次世代のプレイヤーがアオーレを活用
市内高校生が中心となりイベントを企画運営。ながお
か未来創造ネットワークが一貫したサポートを実施。

イベント：世界一周フェスティバル【初開催】
日時：11月9日(土), 10日(日） 来場者：2,045人
内容：世界のフード、遊び、文化の紹介等



２-１ アンケート結果

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

• 目的：「⾧岡市が目指す協働のビジョン」の改定に
あたり、市民活動団体の声を反映させる。

• 調査対象者：⾧岡市内で活動する、２名以上で構成
された非営利団体

• 調査方法：アンケート用紙に記入またはWEB回答
（市内公共施設から利用団体等へ依頼）

• 調査期間：令和６年７月17日から８月23日

• 有効回答数：456件

アンケートの概要



２-２ アンケート結果

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

• 平均年齢：約７割が60代、70代以上

• 活動資金：前回と比較して、補助金が減少し、会費
が増加

• 団体の課題：約半数が高齢化や後継者育成、スタッ
フ確保を課題に。資金面を挙げた団体は少数

• 必要な支援：広報・集客をはじめ、幅広い分野の回
答あり。特になしが約３割で最多

• 今後の活動：約９割が今後活動を継続または拡大さ
せたいと感じている。

アンケート結果の概要



３-１ 次期ビジョンについて

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

• 2012年に市民協働条例を制定

• 2020年、市民協働条例の理念をわかりやすく共有す
るため、審議会でビジョンを策定

• 現行のビジョンは2025年で見直し

2020年のビジョン策定時の背景

⾧岡市市民協働条例 第３条（基本理念）
1. 市民と市は、協働のまちづくりを推進することにより、将来にわたり市民の

更なる幸せな生活の実現を目指すものとする。
2. 市民と市は、それぞれがまちづくりの主役として、自発的に活動するものと

する。
3. 市民と市は、それぞれの特性の違いを活かし、自助・共助・公助の理念に

のっとり、相互に補完し合いながら、まちづくりを行うものとする。



３-２ 次期ビジョンについて

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

• 市民協働条例の理念は一定程度定着。

• イメージ（図表）は前ビジョンのものを維持し、よ
り簡素に。

• 「まちづくりを担う人材の育成」を重点的に取り組
むことで、若い世代がまちづくりの新たな核となっ
てくれることに期待。

• 「誰もがチャレンジできるまち」をサブタイトルと
してはどうか。

方向性



３-３ 次期ビジョンについて

令和６年度 ⾧岡市市民協働推進審議会

次期ビジョン


